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　元ちゃんの

    　今 年 の 天 気　　「冬」　
旧暦：神無月一日～師走廿九日　新暦：令和7年11月20日～令和8年2月16日
1. 元ちゃんの旧暦予想　「冬」　
柚 湯 短 浴　(ﾕｽﾞﾄｳﾀﾝﾖｸ)　(年内暖か。のぼせぬよう柚子湯も短めに。）
[image: image4.jpg]



遅い冬入となり、12月下旬頃より朝晩の冷え込みは強まりますが、日中は暖かさが残るでしょう。年が明けてようやく寒さが増してきます。冬は2026年の２月中旬頃まで続き、春の訪れを感じるのは3月に入ってからとなるでしょう。

『冬至湯の 煙あがるや 家の内』  (前田普羅) 
(写真：旧暦霜月八日　冬野菜集合！＜新暦12月27日＞)　　
2． 今年の 「冬」
[image: image5.jpg]G




	季節事象
	観測日（新暦）
	観測日（旧暦）
	平年差

	カエデ紅葉(銚子)
	7.12.15
	神無月廿六日
	+3

	初雪(銚子)
	7.12.27
	霜月八日
	-9

	初霜(銚子)
	観測終了
	－
	－

	初氷(銚子)
	観測終了
	－
	－


平年差 ： ＋＜遅い＞　ー＜早い＞　　　　　　　　　　　【気象署の季節観測】
新暦11月中旬以降は移動性高気圧に覆われ、晴れた日が多く、全国的に暖かくなりました。新暦12月に入ると、前半こそ冬型の気圧配置が強まり寒気が流れ込む日がありましたが、その冬型の気圧配置はあまり長続きせず、全般的には暖かくなりました。一方、新暦1月に入ると強い寒気が南下、各地で大雪となりました。新暦1月2日には西日本や東日本の太平洋側でも雪が降り、東京都心で19時15分に初雪を観測しました。そして20時には積雪1センチとなりました。三が日の積雪は1978年以来、48年ぶりだそうです。本格的な寒さの訪れは年が明けてから、という元ちゃん予想はほぼ的中かな。新暦１月の上旬と下旬は冬型の気圧配置となりやすく、北・東・西日本日本海側を中心に大雪となった所がありました。一方太平洋側では雨が少なかったです。特に西日本太平洋側では月降水量平年比が9%となり、1946年の統計開始以降1月として1位の少雨となったようです。新暦2月の上旬にも一時的に強い寒気が南下したため、東・西日本日本海側に加え太平洋側でも大雪となった所がありました。そして、元ちゃん予想通り中旬以降暖かくなりました。
3． 元ちゃんの 「冬」
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紅葉(黄葉)の小道           　　　　　　　　　　　新暦初日の出　       　  野田市初雪・積雪            　庭の梅開花
神無月三日(7/11/22)   　　  霜月十三日(8/1/1)  　　     霜月十五日(8/1/3) 　 　 師走十九日（8/2/6）
　
4． 元ちゃんの旧暦予想　「春」　新暦8.2.17～8.5.16
涼 々 暑 々　(ﾘｮｳﾘｮｳｼｮｼｮ) （遅い春。春の大雪注意(関東)）

令和八年の春は新暦2月17日からスタートします。昨年の閏六月の影響が残り、若干春の訪れは遅れるでしょう。本格的な春の暖かさを感じるのは新暦3月の半ばあたりかな。その後は汗ばむ暖かさとなるでしょう。過去を振り返れば、関東地方は春の大雪に注意です。
『毎年よ 彼岸の入(い)りに 寒いのは ／正岡子規』






当たりかはずれか50：50てアレやがな！











